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マッサージが生体に与える影響に関する研究
体幹(頸肩背腰殿部)へのマッサージが

下肢⾎流、上下肢⽪膚温、⼼臓⾃律神経系に及ぼす影響
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研究目的：
健常人を対象にあん摩を含むマッサージ刺激による遠隔部の影響について検討するため、腹
臥位での体幹部へマッサージを行い、NIRS(Near-Infrared spectroscopy:近赤外線分光法)
を用いた下腿部の筋酸素化動態、血流量、四肢の皮膚温、心拍変動を指標に、臥位安静との
比較分析を行った。

研究概要

大学院修士課程、マッサージ、あん摩、酸素化ヘモグロビン、皮膚温、自律神経機能

本研究は、体幹へのマッサージが下腿の筋酸素化動態に影響を及ぼす可能性を示した貴重
な研究である。本研究の成果を基盤に今後のマッサージが生体に及ぼす影響を探求する上で
もさらに検討を進めることが可能となる。本研究の推進は、あん摩マッサージ指圧理論にお
ける現代医学的研究による治効理論の解明に繋がる。
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研究結果：
トータルヘモグロビン、酸素化ヘモグロビンは、マッサージ群において介入前と比較して
介入10分後で有意に上昇した（P<0.05％）。血流量はマッサージ群、臥位安静群ともに介
入前と比較して介入10分後で有意に上昇した（P<0.05％）。2群の間に有意差はみられな
かった。脱酸素化ヘモグロビン、皮膚温、心拍上昇幅に群間及び郡内で有意差はみられな
かった。事前問診では実験に支障となる項目はなく、事後問診では全員がマッサージの刺激
は適切で、実験室の温度も適切と回答し、体が温かくなったと回答した者は14人/15人中で
あった。
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図.トータルヘモグロビンの介入前後での変化
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図.酸素化ヘモグロビンの介入前後での変化


